
自
由
都
市
・
堺

自
由
都
市
・
堺

自
由
都
市
・
堺

平
和
貢
献
賞

平
和
貢
献
賞

平
和
貢
献
賞

市
で
は
、「
自
由
都
市
・
堺

平
和
貢
献
賞
」の
第
４
回
受
賞
者
を
国
際

交
流
の
会
と
よ
な
か
と
、
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
決
定
し
ま
し
た
。

１０
月
２３
日（
木
）、
授
賞
式
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
受
賞
者
の
活
動
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
も
行
い
ま
す
。

問
合
せ
�
人
権
企
画
調
整
課（
�
２２８
・
７
１
５
９

�
２２８
・
８
０
７
０
）

へ
。

自
由
都
市
・
堺

平
和
貢
献
賞

は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
平
和

貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
団

体
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
国
内
外
に

国
際
平
和
の
大
切
さ
を
発
信
し
、
平

和
と
人
権
の
尊
さ
へ
の
理
解
、
国
際

協
力
・
貢
献
活
動
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
創
設
し
た
も
の
で
す
。

２
年
に
１
回
、国
内
外
の
有
識
者
や

学
術
機
関
が
推
薦
し
た
候
補
者
を
同

賞
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、
同
委
員

会
の
報
告
を
受
け
て
市
が
決
定
し
ま

す
。
第
４
回
の
受
賞
者
の
活
動
内
容

や
授
賞
理
由
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

外
国
の
方
と
の
共
に
住
み
や
す
い

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
豊
中
市

在
住
の
女
性
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て

設
立
。
留
学
・
就
労
の
た
め
来
日
し

た
方
と
そ
の
家
族
へ
の
個
別
支
援
な

ど
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
語
学
習
の
援
助
や
、
生
活
に
密
着

し
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

更
に
活
動
を
拡
大
し
、
地
球
規
模

の
課
題
を
世
界
の
人
た
ち
と
協
力
し

て
解
決
す
る
た
め
、
ネ
パ
ー
ル
・
シ

ン
ズ
リ
地
方
で
女
性
と
子
ど
も
の
自

立
を
支
援
す
る
な
ど
、
国
内
外
で
国

際
交
流
・
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

�
授
賞
理
由

社
会
の
多
文
化
・
多
民
族
化
が
飛

躍
的
に
進
む
一
方
で
、
多
く
の
外
国

の
方
が
、
言
語
や
文
化
の
違
い
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。同

団
体
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
幸

せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
平
和
な

社
会
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
交
流

か
ら
育
ま
れ
る
と
の
考
え
か
ら
、
外

国
の
方
と
個
別
に
交
流
し
な
が
ら
、

生
活
に
密
着
し
た
き
め
細
か
な
支
援

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
同
団
体
の
活

動
は
、
多
文
化
・
多
民
族
化
共
生
社

会
の
実
現
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
し

て
高
く
評
価
す
る
も
の
で
す
。

�
受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト

設
立
以
来
、
地
域
に
住
む
外
国
の

方
と
の
共
生
を
め
ざ
し
、
地
域
の
方

と
共
に
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
カ
ー
ス
ト
制
度
や
男
尊
女
卑
の

風
習
が
強
く
残
る
、
ネ
パ
ー
ル
農
村

部
の
女
性
の
自
立
支
援
活
動
は
、

徐
々
に
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
大
変
な
励
み
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
活
動
が
ま

す
ま
す
活
発
化
し
、
外
国
の
方
に
と

っ
て
も
住
み
や
す
い
地
域
社
会
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
海
外

の
状
況
を
同
じ
地
球
上
の
人
間
と
し

て
理
解
し
、
助
け
合
え
る
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
内
戦
で
埋
設

さ
れ
た
大
量
の
地
雷
が
今
な
お
残

り
、
住
民
の
安
全
な
生
活
を
脅
か
す

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
伝
え
る
た
め
、
日
本

で
啓
発
を
行
う
こ
と
か
ら
活
動
を
開

始
。
全
て
の
生
命
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
同
団
体
を
設
立
し
、
地

雷
撤
去
活
動
支
援
、
地
雷
の
被
害
者

や
元
子
ど
も
兵
の
職
業
訓
練
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

更
に
ラ
オ
ス
や
ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
に

活
動
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
再
建

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
授
賞
理
由

地
雷
問
題
を
は
じ
め
、
世
界
で
は

戦
争
や
紛
争
、
貧
困
、
飢
餓
な
ど
に

よ
り
、
今
な
お
多
く
の
人
の
生
命
や

尊
厳
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
団
体
は
、
紛
争
な
ど
で
傷
付

き
、
過
酷
な
状
況
に
あ
る
個
人
に
焦

点
を
当
て
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を

行
い
、
支
援
対
象
の
地
域
・
人
の
能

力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
個
人
の
権
利
、
尊
厳
、

可
能
性
の
追
求
が
保
障
さ
れ
た
社
会

の
実
現
に
、
大
き
く
寄
与
す
る
と
し

て
高
く
評
価
す
る
も
の
で
す
。

�
受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
は
じ
ま
り
ウ
ガ

ン
ダ
、
ラ
オ
ス
、
ブ
ル
ン
ジ
、
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
と
活
動
地
を
広
げ
、

岩
手
県
で
復
興
支
援
を
行
う
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

共
に
行
動
し
て
く
れ
る
方
や
支
援

者
の
皆
さ
ん
、
何
よ
り
支
援
地
に
お

い
て
、
自
ら
の「
ち
か
ら
」で
立
ち
上

が
ろ
う
と
す
る
多
く
の
方
の
お
か
げ

で
、
今
回
受
賞
で
き
た
も
の
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
地
雷
や
子
ど
も
兵
の
課
題
、
岩

手
県
で
の
復
興
支
援
の
取
り
組
み
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
関
心
が
広
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
全
て
の
生
命
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

■
授
賞
式
と
受
賞
者
に
よ
る
対
談

１０
月
２３
日（
木
）、
午
後
２
時
か

ら
サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺（
堺
市
駅
前
）

で
。
無
料
。
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
・
磁
気
ル
ー
プ
あ
り
。

申
込
み
�
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
書

い
て
、
１０
月
２
〜
１５
日（
必
着
）に

人
権
企
画
調
整
課
（
〒
５９０
―
０
０

７
８

堺
区
南
瓦
町
３
―
１

�

２２８
・
７
１
５
９

�
２２８
・
８
０
７

０

電 子
メールjinkenki@

city.sakai.l

g.jp

）
へ
。
先
着
２
０
０
人
。
期

間
を
過
ぎ
て
も
定
員
に
達
し
な
け

れ
ば
、
引
き
続
き
申
し
込
み
を
受

け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
賞
者
の
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展

１０
月
２１
〜
３１
日
、
市
役
所
高
層

館
１
階
ロ
ビ
ー
で
。
無
料
。
直
接

会
場
へ
。

自
由
都
市
・
堺

平
和
貢
献
賞
選
考

委
員
会
委
員（
５０
音
順
・
敬
称
略
）

○
関
西
国
際
交
流
団
体
協
議
会
理

事
・
有
田
典
代

○
大
阪
大
学
名
誉
教
授
・
川
島
慶

雄（
委
員
長
）

○
大
阪
女
学
院
大
学
大
学
院
教

授
、大
阪
大
学
名
誉
教
授
・
黒
澤
満

○
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
・
峯

陽
一

市
と
府
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市

で
構
成
す
る
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
本
部
会
議

で
は
、
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
」
を
テ
ー

マ
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

１１
月
２４
日（
休
日
）、
午
後
０
時
３０

分
〜
４
時
５０
分
、
四
天
王
寺
大
学

（
羽
曳
野
市
学
園
前
）で
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

�
基
調
講
演
「
世
界
遺
産
の
観
点

か
ら
み
た
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」

�
国
士
舘
大
学
イ
ラ
ク
古
代
文
化
研

究
所
所
長
・
岡
田
保
良
さ
ん
。

�
講
演
「
考
古
学
か
ら
み
た
百
舌

鳥
・
古
市
古
墳
群
」�
立
命
館
大
学

特
任
教
授
・
和
田
晴
吾
さ
ん
。

�
講
演
「
陵
墓
の
管
理
と
治
定
の

変
遷
」�
宮
内
庁
書
陵
部
陵
墓
課
陵

墓
調
査
官
・
福
尾
正
彦
さ
ん
。

�
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
公
開
討
論
会
）「
改
め
て
考
え
る
百

舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
価
値
と
世
界

遺
産
」�
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
京

都
府
立
大
学
教
授
・
宗
田
好
史
さ

ん
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
岡
田
さ
ん
、
和

田
さ
ん
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
大

学
教
授
・
ウ
ィ
レ
ム
・
ウ
ィ
レ
ム
ス

さ
ん
、
中
国
・
清
華
大
学
教
授
・
呂

舟
さ
ん
、
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
・

稲
葉
信
子
さ
ん
、
大
阪
大
学
大
学
院

教
授
・
福
永
伸
哉
さ
ん
、
宮
内
庁
書

陵
部
陵
墓
課
首
席
研
究
官
・
徳
田
誠

志
さ
ん
。

申
込
み
�
受
け
付
け
中
。
往
復
は

が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ（
１
通
４
人
ま
で
）で

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
を

書
い
て
、
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
世

界
文
化
遺
産
登
録
推
進
本
部
会
議
事

務
局
世
界
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
担
当

（
〒
５５９
―
８
５
５
５

大
阪
市
住
之

江
区
南
港
北
１
丁
目
１４
―
１６

大
阪

府
咲
洲
庁
舎
３７
階

�
０６
・
６
２
１

０
・
９
７
４
２

�
０６
・
６
２
１
０

・
９
３
１
６
）
へ
。
百
舌
鳥
・
古
市

古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
本

部
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http���w

w

w
.m
ozu�furuichi.jp�

）
か
ら
も
申

し
込
め
ま
す
。
先
着
８
０
０
人
。

問
合
せ
�
同
事
務
局
か
世
界
文
化

遺
産
推
進
室
（
�
２２８
・
７
０
１
４

�
２２８
・
７
２
５
１
）へ
。

堺
市
民
会
館
建
替
事
業

新
施
設
の
基
本
設
計
報
告
会

３
月
末
に
閉
館
し
た
市
民
会
館

は
、
南
大
阪
に
お
け
る
文
化
芸
術
の

創
造
・
交
流
・
発
信
の
拠
点
施
設
と

し
て
建
て
替
え
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。新

施
設
の
配
置
や
規
模
、
機
能
な

ど
を
ま
と
め
た
基
本
設
計
に
つ
い
て

の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
に
よ
る
事
業
説
明
な
ど
の
後
、

新
施
設
の
基
本
設
計
を
行
っ
た
、
柳

澤
孝
彦
＋
Ｔ
Ａ
Ｋ
建
築
研
究
所
・
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
デ
ザ
イ
ン
建
築
事
務
所
設
計

共
同
体
代
表
・
柳
澤
孝
彦
さ
ん
に
よ

る
講
演
が
あ
り
ま
す
。

１０
月
１１
日（
土
）、
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分
、
総
合
福
祉
会
館
（
堺

区
南
瓦
町
２
―
１
）
６
階
ホ
ー
ル

で
。
無
料
。
直
接
会
場
へ
。
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

問
合
せ
�
文
化
課
（
�
２２８
・
７
１

４
３

�
２２８
・
８
１
７
４
）へ
。

公
共
交
通
活
性
化
促
進

基
金
へ
の
寄
付
を

阪
堺
線
の
低
床
式
車
両
（
堺
ト
ラ

ム
）
導
入
な
ど
に
活
用
す
る
、
公
共

交
通
活
性
化
促
進
基
金
へ
の
寄
付
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
基
金
を
活
用
し
た
堺
ト
ラ
ム

「
茶
ち
ゃ
」と「
紫
お
ん
」は
、
天
王
寺

駅
前
〜
浜
寺
駅
前
間
を
毎
日
運
行
し

て
お
り
、
来
年
春
に
は
３
編
成
目
の

「
青
ら
ん
」が
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

３
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い

た
方
に
は
記
念
と
し
て
、
堺
ト
ラ
ム

の
車
内
に
氏
名
を
掲
出
す
る
特
典
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
特
典
は「
青
ら
ん
」

で
終
了
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
同
基
金
へ
の
寄
付
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
な
ど
も
適
用
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
は
１
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
ご
覧

に
な
る
か
、
交
通
政
策
課
（
�
２２８
・

７
７
５
６

�
２２８
・
８
４
６
８
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産

と
し
て
の
価
値
」テ
ー
マ
に

第
４
回
受
賞
者
を
決
定

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１１
月
２４
日

地
雷
撤
去
活
動
や
元
子
ど
も
兵
の
自
立
を
支
援

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

外
国
人
住
民
へ
生
活
に
密
着
し
た
支
援
を
展
開

国
際
交
流
の
会
と
よ
な
か

左から「茶ちゃ」「紫おん」「青らん」

国
際
交
流
の
会
と
よ
な
か

広報 平成２６年（２０１４年）１０月１日市 政３


